
（別紙４）

～ 年　月　日

（対象者数） 3 （回答者数） 1

～ 令和7年　4月　16日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 年　月　日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・思春期についての学びや学校との連携を強化していきたい

と考えています

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・他保育所等訪問支援事業所とも連携を取りつつ、新しい情

報や学びを常に追いかけ専門性を高めていきたいと思います

2

3

・思春期の児童対象の事業所のため、利用者も全員がその年代

であることが特徴です

・自分で気持ちを話せる児童が多いため、面談を通し、しっか

りと本児らの気持ちを確認することを意識的に取り組んでいま

す

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保育所等訪問支援事業を始めたばかりのため、事例や経験が

少ないところが弱みだと思います

・放課後等デイサービス事業や児童発達支援事業と多機能で

行っているため、保育所等訪問支援については対応できる人数

が限られています

令和7年　3月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　4月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

○事業所名 思春期サポート未来の宝アダマスrise

○保護者評価実施期間 令和7年　3月　17日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


